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警告
液晶ディスプレイ/テレビをアームに取り付ける際は2人
以上で作業を行ってください。1人での作業は液晶ディ
スプレイ/テレビの落下や破損など事故の原因となりま
す。

クレーンアーム
（簡易ロックタイプ／簡易ロック無しタイプ）

FFP-QAL (簡易ロックタイプ) FFP-QA (簡易ロック無しタイプ)

取扱説明書取扱説明書取扱説明書取扱説明書取扱説明書取扱説明書取扱説明書取扱説明書取扱説明書取扱説明書取扱説明書取扱説明書取扱説明書

目次

■アームの上下バランス調整について・・・・・・・・・・・・・P4

■簡易ロックの使い方について

■液晶ディスプレイ／テレビの取り付けと取り外しについて

・・・・・・・・・・・・・・・・P4

・・・・・・・・・・・・・・・・・・P5

・・・・・・・・・・・・・・・・・P5

■ケーブル配線について

■本体の簡易固定について

・・・・・・・・・・・・・・・・P6■アームの可動範囲について

・・・・・・・・・・・・・・・・P7

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P8

■各関節のトルク調整について

■保証書

・・・・P3

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P2■製品紹介

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P1■安全上のご注意

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P1■警告・注意



本製品は、耐荷重を定めております。表記の耐荷重を
超えた質量のディスプレイを取り付けると、本製品や
ディスプレイの落下などによる破損・けがの原因となります。

警告 注意

安全上のご注意 必ずお守りください

ご使用の前にこの取扱説明書をよくお読みください。特に｢安全上のご注意｣は必ずお読みください。お読みになった後は、いつでも取り出せる
場所に大切に保管してください｡また、本製品は生産より出荷に至るまで厳重に検査しておりますが、万一製品に破損またはご使用に支障を
きたす場合は、誠に恐れ入りますが購入先または下記宛先までお問合せください。

お買い上げありがとうございました

日本フォームサービス株式会社　TEL：03-3636-0011　URL：http://www.forvice.co.jp　Mail：info@forvice.co.jp

■お使いになる人や他の人への危害、物的損害を未然に防止するため、必ずお守りいただきたいことを、次の表示で区分しています。

この表示の欄は｢死亡または重症を負うことが想定
される危害の程度｣です。

この表示の欄は｢傷害を負うことが想定されるか、
または物的損害の発生が想定される危害・損害の
程度｣です。

■お守りいただきたい内容の種類を、次の絵表示で区分し、説明しています。

この絵表示は、絶対にしてはいけない｢禁止｣内容です。 この絵表示は、してはいけない｢禁止｣内容です。

この絵表示は、必ず実行していただきたい｢指示｣内容です。 この絵表示は､気をつけていただきたい｢注意｣内容です。

警告・注意

安全確保のため、ボルトやネジ類は所定の場所に確実に
締め付けてください。

人命に関わる医療機器および自身の損傷に至る可能性の
ある装置を取り付ける場合には定期的にアーム関節部分の
トルク調整を行ってください。

アーム関節部分のトルク調整は取扱説明書の手順に従って
締め付け調整を行ってください。
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アーム本体カバーや各関節の調整ボルトは外さない様に
してください。外しますとアームの落下、けが、破損
などの原因となります。

ディスプレイを本製品に取り付け、取り外しする際は、
必ず2人以上で作業を行ってください。指示人数未満での
作業は、本製品やディスプレイの落下などによる破損・けが
の原因となります。

ディスプレイの設置後は、メンテナンス時以外にネジを
ゆるめたり、はずしたりしないでください。本製品や
ディスプレイの落下などによる破損・けがの原因となります。

本製品の改造・変更は行わないでください。本製品や
ディスプレイの落下などによる破損・けがの原因となります。

壊れた部品を使用しないでください。本製品やディスプレイの
落下などによる破損・けがの原因となります。万一、部品が
壊れた場合には販売店にご相談ください。

取り付けるテーブル、壁面、ポールには十分な強度が
あることを確認してください。取り付けるディスプレイ、
本製品の重量に長時間耐えうることを確認してください。

ディスプレイを上端の60度まで上げるとチルトのロック
が解除されフリー状態になり、下端の30度まで下がりま
す。モニターをしっかりと持った状態で行ってください。

ロックを解除した直後にディスプレイの垂れが発生する場合
があります。ディスプレイを支えながらロック操作を行っ
てください。急な垂れによる怪我、アーム本体やディスプ
レイ破損の原因となります。
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FFP-QA

約3.0kg

16.0㎏※

型番

質量

最大搭載荷重

■ 製品紹介

■ 梱包部品

FFP-QAL

約3.0㎏

20.0㎏※

型番

質量

最大搭載荷重

クレーンアーム(簡易ロックタイプ・簡易ロック無しタイプ)　梱包部品

取扱説明書…1 部

クレーンアーム
（簡易ロックタイプ）

クレーンアーム
（簡易ロック無しタイプ）

六角レンチ
( 対辺 5ｍｍ)…1 本

ボックスレンチ
( 対辺 13ｍｍ)…1 本

バインド小ねじ
M4×12 …4 本
M6×12 …2 本

※ディスプレイの厚みや画面サイズが大きい場合、表記の搭載荷重値より性能が下がる場合があります。
※15kgを超える荷重に耐えられるようにアームを調整すると、アーム本体の可動域は約60度に減少します。
※簡易ロックタイプの最大搭載荷重「20.0㎏」は、ロック時での搭載荷重となります。 
　ロックを解除した直後にディスプレイの垂れが発生する場合があります。 ディスプレイを支えながらロック操作を行って
　ください。 急な垂れによる怪我、アーム本体やディスプレイ破損の原因となります。



アーム付属の「バインド小ねじ(Ｍ4×12)」4本、又は液晶ディスプレイ/テレビ付属のネジをご使用ください。1.

■ 液晶ディスプレイ／テレビの取り付けと取り外しについて

アームが動かない様に固定し、液晶ディスプレイ/テレビをしっかりと支えながら取り付けてください。2.
※取り付ける液晶ディスプレイ /テレビが、VESA 規格準拠または専用アタッチメントが用意されていることをご確認ください。

液晶ディスプレイ/テレビの取り付けはアームをしっかりと
固定してから行ってください。

液晶ディスプレイ/テレビメーカーがアームへの取り付けネジを
添付している際は、そちらのネジをご使用ください。

確実にネジを締め付けてください。液晶ディスプレイ/テレビの
落下による破損、怪我の危険性があります。

液晶ディスプレイ/テレビを取り付け、取り外しの際は、2人で
作業を行ってください。1人での作業は液晶ディスプレイ/テレビ
の落下、破損などの原因になります。

バインド小ねじ
(Ｍ4×12)

使用する工具

プラスドライバー（別売）
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VESA 75×75 の場合

アーム付属の「バインド小ねじ(Ｍ4×12)」2本、又は液晶ディスプレイ/テレビ付属のネジを2本使用し
液晶ディスプレイ/テレビの上部2ヶ所に半分ほど組み込んでください。

1.

アームが動かない様に固定し、VESA金具引っ掛け部にディスプレイ上部2ヶ所のねじを引っ掛けます。
引っ掛けた状態でVESA金具下部2ヶ所をバインド小ねじ(M4×12)を使用して取り付けます。
取付後、再度計4箇所をしっかりと締め付けて固定してください。

2.

※取り付ける液晶ディスプレイ /テレビが、VESA 規格準拠または専用アタッチメントが用意されていることをご確認ください。

バインド小ねじ
(Ｍ4×12)

VESA100×100 の場合

VESA金具

VESA金具引っ掛け部

ディスプレイ



■ 簡易ロックの使い方について

ロックをする

ロックを解除

レバーを押しながら右に回す

レバーを押しながら左に回す

レバーを
押しながら回す

※レバーは押さずに回すとフリー回転するため、調整が出来ません。
　必ずレバーを押しながら任意の方向に回してください。
※レバーは六角レンチで操作しないでください。レバー破損の原因
　となります。

※15㎏を超える荷重に耐えられるようにアームを調整すると、
　アーム本体の可動域は約60°に減少します。

本体の角度調整、固定をする際は、「簡易ロックレバー」を回して調整します。1.

簡易ロックレバー

■アームの上下バランス調整について

アーム上下バランスを調整する際はアーム本体を水平にし、根元の「バランス調整用ボルト」を
「六角レンチ（対辺5mm）」で回してください。調整は必ず液晶ディスプレイ／テレビを取り付けた状態で
行ってください。

1.

アームが下がってしまう場合

アームが上がってしまう場合

左回りに回す

右回りに回す

本体を水平に倒す

バランス調整用ボルト

「バランス調整用ボルト」の下側のナットは取り外さないで
ください。調整が出来なくなり、アーム本体の破損、怪我
の原因となります。

六角レンチ ( 対辺 5mm)

バランスを調整する際は、六角レンチを回しすぎないでください。
また、下側のナットも一緒に回りますがこのナットは押さえ
ないでください。アーム本体の破損、怪我の原因になります。

使用する工具

六角レンチ（対辺5mm）

固定

ゆるむ
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弱 強

レバー左に回し、ゆるめ過ぎるとレバーが外れる恐れが
あるのでご注意ください。

ディスプレイ

※レバーが外れてしまった際は、穴位置の合うところまでアーム本体を倒して再度レバーを取り付けてください。

上 75°下 30°

上下調整



■ケーブル配線について

■本体の簡易固定について

●本製品に組み付いているケーブルカバーを使い、ケーブルを収納する事ができます。

「ケーブルカバー」に組み付いている「ネジ2本」を「プラスドライバー」を使用して外してください。1.
「ケーブルカバー」を上方向にスライドさせ手前に引き抜いてください。2.
ケーブルを通し、「ケーブルカバー」を再度取り付けます。3.
※確実にネジを締め付けてください。ケーブルカバーの落下、破損、怪我などの原因になります。

使用する工具

プラスドライバー（別売）

使用する工具

六角レンチ（対辺2.5ｍｍ）

ネジ

ケーブルカバー

ケーブル

スライドして外す
スライドして差す

安全確保のため、ボルトやネジ類は所定の場所に確実に
締め付けてください。

アーム本体の簡易的な位置固定が可能です。下図のネジ部にオプション品付属の六角レンチ(対辺2.5ｍｍ)を
使用し、締めこんでください。

ネジ部

※完全な位置固定ではないのでご注意ください。
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取付部品または延長アーム
※イメージは直付けデスクベースです。

※取付部品または延長アームに入らない場合は、ネジ部をゆるめてください。



■アームの可動範囲について

ディスプレイの向きや角度を調整する場合、下記に従いディスプレイをしっかりと持った状態で行ってください。
※各関節のトルク調整に関しては P.7「各関節のトルク調整について」をご参照ください。

※チルト調整に関しては 2度ピッチでの角度調整になります。

回転調整 ディスプレイ

左右調整

チルト調整

360°
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ディスプレイ

上 60°下 30°

ディスプレイ 左右各 90°

ディスプレイを上端の60度まで上げるとチルトのロックが解除されフリー状態になり、
下端の30度まで下がります。モニターをしっかりと持った状態で行ってください。



ネジの取り外しは、液晶ディスプレイ/テレビの落下による破損

怪我の危険性があります。

■各関節のトルク調整について

●アーム各関節の強さや回転の調整が必要な場合、下記に従い行ってください。

使用する工具

六角レンチ（対辺 5ｍｍ）

回転調整
●回転固定

●360°回転

●回転規制 ( 左右 45°)

●チルト調整
　

●左右調整

キャップ

左右調整

チルト調整

付属のバインド小ねじ (M6×12) を背面から組み付ける
ことで回転固定が可能です。

付属のボックスレンチ ( 対辺 13ｍｍ) を使用し、
ディスプレイの重さに合わせてナットの締め付け具合を
調整してください。

付属のバインド小ねじ (M6×12) を背面から組み付けることで
左右 45°までしか回転しない回転規制が可能です。

使用する工具

ボックスレンチ（対辺 13ｍｍ）

付属の六角レンチ ( 対辺 5ｍｍ) を使用し、ディスプレイの
重さに合わせてボルトの締め付け具合を調整してください。。

キャップを外し、付属のボックスレンチ ( 対辺 13ｍｍ) を使用し、
ディスプレイの重さに合わせてナットの締め付け具合を調整してください。

360°

上 60°下 30°

左右各 90°

使用する工具

プラスドライバー（別売）

※左に回す際に、緩めすぎないよう注意してください。

※回転規制と回転固定のバインド
　小ねじ (Ｍ6×12) は背面から
　組み付けてください。
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※例：ディスプレイの左右調整を重くしたい場合⇒締め付け具合を強くする。
　　　ディスプレイが左右調整を軽くしたい場合⇒締め付け具合を弱くする。

※例：ディスプレイの回転調整を重くしたい場合⇒締め付け具合を強くする。
　　　ディスプレイの回転調整を軽くしたい場合⇒締め付け具合を弱くする。

※例：ディスプレイのチルト調整を重くしたい場合⇒締め付け具合を強くする。
　　　ディスプレイのチルト調整を軽くしたい場合⇒締め付け具合を弱くする。


